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《研究報告》

超微細高密度オゾン水の SalmonellaEnteritidisに

対する殺菌効果と応用

高木昌美1.2).岩田岡敏2).松村栄治3)・萩原信子3).秋庭正人2)・神尾次彦2)

。農林水産消費安全技術センター，千330-9731埼玉県さいたま市中央区新都心2-1

2)動物衛生研究所，干305-0856茨城県つくば市観音台3-1-5

3)ネイチャーズ株式会社，苧154-0011東京都世田谷区上馬3-18-11-305

要約

超微細高密度オゾン水のSalmonellaEnteritidis (SE)に対する殺菌効果について，基礎的な検討を

行うとともに，有機物存在下(鶏糞，鶏卵，鶏肉)における殺菌効果を検討した。オゾン水は， SE約 108

個を含む菌液 1mLに対し，最少有効濃度4ppmで，水量500mL(約500倍盆)で瞬時に殺菌効果を示

した。オゾン水生成後の安定性を検討したところ，少なくとも生成後30分間は，安定的に殺菌効果を示

した。約 108個の SEを含む鶏糞混入材料 1mLに対し，水温 WC前後，濃度 10ppmのオゾン水3，000

mLで殺菌効果が認められた。 SE菌液を塗抹した鶏卵では，濃度 10ppmのオゾン水を毎秒80mLの水

量で，最低 1分間噴射洗浄することにより，表面の SEを殺菌することが示された。鶏と体表面の汚染

(皮付き鶏肉)に対しては，低濃度の汚染 002倒/検体)に対しては，濃度 10ppmのオゾン水を毎秒80

mLの水量で，最低1.5分間噴射洗浄することにより殺菌効果が認められた。本オゾン水は， SEに対し，

低濃度で即効的に殺菌効果を示し，かつ鶏糞・鶏卵・鶏肉等を用いた有機物存夜下における試験でも，

十分な殺菌効果を示したことから， 鶏舎， GPセンターや食烏処理場等における消毒・殺菌に有用と息
われる。

キ…ワード:S， Enteritidis，殺菌効果，消毒，超微細高密度オゾン水

緒 日

人の食中毒事例の原因菌としては，サルモネラやカン

ピロパクターが毎年上位を占め， i食の安全・安心」を基

調とする昨今，生産現場はもとより，食肉処理場・加工

場において衛生対策が求められ，様々な努力がなされて

いる。生産現場では，病原菌の侵入防止や消毒薬による

鶏舎等の消毒・殺菌18) ワクチン16)や抗菌剤日生菌

剤15)を用いたサルモネラの予防などの徹底した衛生管

理が実施されている。食鳥処理場では，処理工程中にお

けるこ次汚染防止策として塚素剤が使用されているが，

塩素消毒にも限界があることが報告されている3，14，19.24)。

現場では，効果と ξもに経済性が要求される一方，消毛筆

薬の大量使用による環境汚染の問題や，作業従事者への

影響を考慮する必要がある。加えて，抗菌剤使用による

薬剤耐性繭の誘発は，生産現場のみならず，公衆衛生上
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も大きな問題となってきている39)。抗菌剤等の動物用医

薬品の食品への残留に関しでも問題となっており 7)

FAO/WHO合向食品規格委員会において，食品中に残

留する動物用医薬品の国際暴準(コーデックス規格)の

設定作業が進められており，わが国においても人の健康

への影響を考慮、し，食品衛生法の改正(平成15年5月30

日)によるポジティブリスト制度が導入された(平成 18

年5月初日より施行)。こうした背景の中で， HACCP 

に対応した新しい消毒技術の開発，環境や鶏のみなら

ず，作業従事者に対する負荷をも軽減させるような減薬

管理対策の構築は，未だになされていない21)。

以前より，一般の消毒方法で効果の低L、病原微生物に

対して，オゾン水の有用性が示唆されている問。近年で

は，食品7，31，34)や6，25，33) 種子描)や錫料幻畜舎23)やと殺前

のと{本消毒2，9)の報告があり，Escherichia coli却)， Clostri-

diumperj子ingens，Listeria monocytogenes31.34)， St，αρhy-

lococcus aureus8J， Bacillus cereus， B megaterium"l， Sal-

monella Typhimurium21， Shigellafiexneri， Vibrio cho 

loerae5)， Eimeria teηella27)等に対する有効性が報告さ
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れている。また，塩素消毒では効果が期待出来ない

Cγyptosporidium parvumll， Giardia lambliaおよびG

muris 1 • 10) に対するオゾン水の殺菌効果が報告された。

オゾン水 (03) は，水中にオゾンガス気泡が多数分

散・浮遊している状態にあり病原体へ接触し，酸化作用

により細菌の細胞膜を破壊・分解して，死滅させる26)。

安全性に関しては，高濃度では人体に影響を及ぼすオゾ

ンガスに比べて，オゾン水の場合，分解が早く，水と酸

素に変化することから，オゾン水を散水したあとの環境

汚染もなく，作業者にも安全といえる20，21)。従来，オゾン

水の生成は，7l<に電解補助剤 (NaClやKCl)を加え，通

電して，化学反応により，オゾン水を生成させる電解法

や，オゾン気泡を強制的に水に混合し，生成させる気液

混合法が用いられていた。しかし，電解法で生成された

オゾン水は，強酸性水 (pH2.2~2.7) で，殺菌効果はあ

るものの，安全性や金属腐食性，残留性に問題があった。

また，気液混合法で生成されたオゾン水は，水中のオゾ

ン気泡の粒径が大きく，オゾン力、スが水に十分に溶け込

まないため，溶存オゾン濃度が低く，すぐlこ水に復帰し

てしまい，安定数や効果は低かった却 38)。今回，供試した

オゾン水は，磁力によりオゾン気泡を出来るだけ微細な

気泡に分散し，繰り返し注入する超微細気液濃縮混合法

で生成された「超微細高密度オゾン水Jである(特許第

3850027号.家斎消毒法および家寝泊毒装霞)。このオゾ

ン水は，中性で，高j幾度(15ppm)のオゾン水を生成す

ることができ，従来法と比べ， l'容存オソン気泡の粒筏が

直径50nm以下という性状を有している担)。

今回，このオゾン水を用い， S. Enteritdis (SE)に対

する殺菌効果についての恭礎的検討および野外の応用を

想定した有機物存在下(鶏糞・鶏卵・鶏内)における殺

磁効果について検討を行った。

材料と方法

1. 供試菌株
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109個)をそれぞれ混合し，室温で 10分間静置して反応

させた後，各反応液を rif添加 DHL寒天場地 (rifを0.1

mg/mL含む，以下， rifDHL培地とL寸。)に塗抹し，

37
0

C， 24時間培養後，反応液中の菌数を計測した。対照

には，同じ水量の水道水を用い，同様に菌数を計測した。

4. 最少有効オゾン濃度の検討

殺菌効果を示すオゾン水の最少有効濃度を検討するた

め，水温約 WC前後で，濃度0ム 0.8，1， 2， 4， 5， 6， 

7， 8， 10ppmの各濃度に設定したオゾン水49.9mLと，

培養菌液0.1mL (約 108偶)を混合し (1・ 500)，室温で

10分間静置した後，各々の反応液を rifDHL培地に塗抹

し， 37
0C， 24待問培養後，反応液中の菌数を計測した。

対照は，水道水49.9mLを用いて，同様に菌数を計測し

fこ。

5. 反応湾問の検討

殺菌効果を示す反応時間の検討は，水温約 10
0C，濃度

4ppmに設定したオゾン水49.9mLと，培養菌液O.1mL

(約 108倒)を混合し，反応直後 (0)，30秒， 1， 2， 5， 10 

分間の各反応時間，室温で静置して反応させた後，各々

の反応液を rifDHL培地に塗抹し， 370C， 24時間培養

後，反応液中の菌数を計測した。対照は，水道水49.9mL

を用いて~室温 10 分間反応させた後，同様に磁数を計測

し7こ。

6. 採水後のオソン水の安定性

オゾン水の安定性を検討するために，濃度4ppmに

設定したオゾン水を生成・採水した後，室温で，採水商

後および 10分， 30分， 1， 2， 18時間放置したオゾン水

49.9mLに，培養菌液0.1mL (約 108個)を混合し，室温，

10分間静置して反応させた後，各々の反応、液を rifDHL

場地に塗抹し，3TC， 24時間培養後，反応液中の菌数を

計測した。対照は，採水後 18時間の水道水を用い，同様

に菌数を計測した。

7. 有機物存在下における殺菌効果の検討

1) 鶏糞浪人材料

リファンピシン (rif)I1射性SEHY-1 (以下， SE HY-l 鶏糞 10gをハート・インヒュージョン (HI)培地 10

(rif) )株を用いた。 mLに混和し，これに培養菌液 1mL (約 109伺)を加え

2 オゾン水の生成 たものを，試験材料とした。濃度 10ppmに設定し，オゾ

オソン水は， Iナノピコまオゾン水生成装澄J(ネイ ン水499，1，000， 2，000， 3，000，および5，000mL (水温16ー

チャーズ(株)社製)で生成された超微細高密度オゾン水 WCのみ)の各々に，試験材料 1mLを加え，裳温で 10

(ナノピコ詩オゾン水。以下， Iオゾン水」とする。〕を用 分間静置し反応させた後，各反応液を rifDHL培地に縫

いた。 抹し， 37
0C， 24時間培養後，反応液中の菌数を計測した。

3. 反応水量の検討 また，菌数計測とともに，サルモネラ検出法17)に準じて

試験に使用するオゾン水量を検討した。水温約 10
0

C， 菌分離を実施した。陰性だった試験材料は，遅延ニ次増

濃度 10ppmに設定したオソン水9，19， 49， 99， 499 mL 菌培養を実施した17)。水温は，約 100Cおよび 16
0
C前後

に， 37
0

C，一娩培養した SEHY-1 (rif)株磁液 1mL (約 の2段階を設定し，比較を行った。
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2) 鶏卵材料

GPセンタ一等での応用を目的として，鶏卵を用いた

殺菌効果の検討を行った。市販鶏卵の卵殻に培養菌液

0.1 mL (約 106個)を滴下，室混で 5分間静壁・乾燥させ

たものを，試験材料とした。洗浄作業における応用を想、

定し，毎秒80mLで噴射されるように調整したオゾン

水を用い，水温約 10
0
C，濃度4ppmに設定し，。ふ1，

1.5分の各々の時間で試験材料を洗浄した後，試験材料

をハーナテトラチオン酸塩基培地 (HTT培地)10 mL 

に，室温， 10分間の浸演を行い，試験材料を取り出した

後の培地を，37
0

Cで24時間培養した後， サルモネラ検

査法に準じて菌分離を行うとともに，一次培養で陰性

だった試験材料は，遅延二次培養法による醤分離を行っ

た。また，水温約 14
0
C，濃度 10ppmのオゾン水での問

様の試験を実施し，効果を比較した。

3) 鶏内材料

鶏肉処理場等での応用を目的として，市販鶏肉の鶏皮

部分3cm四方に印をつけ，その部分に培養菌液0.1mL 

を各々の材料に塗抹した。接稜商量は， 0.1 mL中約 108

偶ならびに 102個に希釈調薬した 2稜類の菌液を用い，

各々の菌濃度での検討を行った。菌を塗抹後，室温で5

分間前十重させたものを試験材料とした。鶏卵の場合と同

様に，毎秒80mLで噴射されるように調整したオゾン

水を用い，水温約 WC，濃度 10ppmに設定し， 0ム1，

1.5分の各々の時間，試験材料を洗浄した後，試験材料を

HTT培地 10mLに，室温， 10分間の浸漬を行い，試験

材料を取り出した後の培地を， 37
0

Cで24時間培養し，

サルモネラ検査法に岩手じて蘭分離を行い，一次培養で陰

性だった試験材料は，遅延二次培養法による菌分離を

行っfこ。

SE菌数
(lon/mし〉

6 
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1. オ、ノ‘ン水の SE殺菌効果に関する基礎的検討

供試したオソン水の SE殺菌効果における基本的な性

能を検討したところ，殺菌効果は反応水量に影響を受

け，検査材料と水量の対比が 1・10から 1・50では，対

照と差は認められなかったが， 1: 100で対照に比べ菌数

を1/100に減少させ， 1mLあたり約 109偶のサルモネラ

を約 500mLの水量c1: 500)に反応させたところ，菌は

分離されず，殺菌効果を示した。オソン水の殺菌効果は，

反応水景に影響を受け， 500倍量の水量が必要であるこ

とが示された(図1)。また， 1mLあたり約 109僧の SE

殺菌効果における最少有効オゾン濃度を検討したとこ

ろ， 2ppmで試験材料の商量を1/100減少させる効果を

示したが， 4ppm以上で菌は全く分離されず，完全殺菌

効果が認められ，オソン水の最少有効オゾン濃度は 4

ppmあることが示された(図 2)。この最少有効オゾン

濃度4ppmの殺爾効果に必婆な反応時間を検討したと

ころ，図3に示したように，オソン水と反応させた直後

から蕗分離は陰性だった。試験を3回繰り返したが，全

SE菌数

(1on/mL) 10 

8 

a
υ
A宮
内

ζ
n
u
9 19 49 99 499 対照

オゾ、ン水量(mL)

図1. 菌液 1mL (1091国)に対するオゾン水量の検討

4 10 対照
オゾ、ン濃度(ppm)

5 7 5 日

図 2. オソン最小有効濃度の検討
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SE菌数

o 30s lmin 2min 5min 10min 責主狽
反応時間

図 3. 反応時間の検討

SE菌数
(Jon/mL)s 

6 

4 

2 

。
o lOmin 30min lhr 2hr 18hr 対照

放置時間

図 4. 採水後の放置待問と殺菌効果

ての試験において悶様に成績が得られ，オゾン水と菌が

反応すると同時に殺磁されることが示された。

供試したオソン水の生成後の安定性を検討したとこ

ろ， 1時間経過したオゾン水では，対照と比べて， 10，000 

分の 1，こ SE菌数を減少させる殺菌効果が認められた

が，生成から 2時間以上を経過したオゾン水では， SE 

に対する殺菌効果は認められなかった。生成後少なくと

も30分間は，生成直後と同等な殺菌効果を持続してい

ることが示された(図 4)。

2. 有機物存在下における殺菌効果

1) 鶏糞混合材料での殺菌効果

濃度 10ppmのオソン水を用いて， 鶏糞混入材料中の

SEに対する殺菌効果を，水温を2段階に変えて検討し

た(図 5)。水温 16
0

C前後において，検査材料 lに対し，

オゾン水量500の場合，対照、の水道水と同等の菌が図収

され，殺菌効果は認められなかった。水量比が 1，000倍

の場合，対照に比べ1/100，こ菌数の減少が認められ，水

量が増加するにつれて菌数の減少を示し，殺菌効果は認

められたが，完全な殺菌効果は示されなかった。水温

10
0

C前後では，水量比 1，000倍以上から菌数が減少し，

水量比3，000倍では，菌分離は陰性を示した。これら陰

性を示した材料は，遅延二次増菌法による磁分離におい

ても陰性を示しており，水温 10
0
C前後，濃度 10ppmの

イオン水は，鶏糞混入材料に対し， 3，000倍以上の水量て、

完全に殺菌効果を示すことが示された。また，鶏糞混入

材料の場合，オゾン水の水温の違いにより，殺菌効果に

大きく影響されることが示唆された。

2) 鶏卵材料での殺菌効果

鶏卵の卵殻汚染に対するオゾン水の殺菌効果を検討し

たところ，培養菌液に対する最少有効オゾン濃度4ppm

では， 1.5分間以内のオゾン水洗浄では，殺菌効果は認め

られなかった。 しかし，濃度 10ppmで 1分間以上の洗

浄により，鶏卵外殻表面から SEは分離されず，遅延ニ

次増菌法による菌分離成績も陰性であり，完全な殺菌効

153ー
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81ヨ菌数

(約10
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1!il10-11 oc 
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口7J<道7l<

499 1.000 2.000 3.000 4.000 5.000水道水

オソ守ン水量(mL) (499) 

図 5. 鶏糞材料 1mL (約 108偶)に対する殺菌効果

果が認められた(表 1)。

3) 鶏肉材料での殺菌効果

食肉処理場における鶏と体表面の汚染繭数にはばらつ

きがあるため，高濃度(約 108個/mL)あるいは低濃度

(約 10'倒/mL)のSE培養菌液を，市販の鶏肉の鶏皮部

分に塗抹し，殺菌効果を検討した。オゾン水の濃度は 10

ppmを用い，鶏卵洗浄の場合と同様に洗浄による殺菌

効果を検討したところ，低濃度汚染の場合，濃度 10ppm 

のオソン水を，流速80mLで1.5分間洗浄することによ

り，菌は分離されず，遅延二次増菌培養でも菌分離陰性

で，完全な殺菌効果が示された(表 2)。しかし，高濃度

汚染させた鶏内材料は，濃度 10ppm， 1.5分間のオゾン

水洗浄では，殺菌効果は認められなかった。

考 察

オゾン水は，水中に微細なオゾンガス気泡が溶存した

状態、のもので，強い酸化作用により，細菌やウイルス，

真核細胞の細胞表層成分を損傷・破壊させる制。古くか

ら，その殺菌効果は知られていたが13叫，生成法により，

強酸性水 (pH2.2~2.7)のため，殺菌効果はあっても金

属腐食性や残留性の問題があり，オゾン気泡の粒径が大

きく，オゾン気泡が十分に溶け込まないため，オゾン濃

度が{尽く，わずかな衝撃で脱気する等，安定性や効巣の

持続t性に問題が生じていた回目)。今回供試した超微細高

密度オゾン水は，超微細気液濃縮混合法によるオゾン生

成装置(ネイチャーズ(株)，東京)で生成されたオソン

水で，一般のオゾン水と比べて，溶存しているオゾン気

泡の粒径が 50nm以下の超微総粒子であり， pH 7.0前

後の中性で， 高濃度 15ppm以上での大量生成が可能と

なった32)。また，紫外線吸収法によるオゾン濃度測定器

(EL-500型溶存オソンモニター;ネイチャーズ(株)， 東

京)が装着されており，試験中や使用中のオソン濃度の

管理が容易に行える。今回実施した試験の全ては，この
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表1. 鶏卵材料に対する殺菌効果

額分離
濃度 噴射(分時)間
(ppm) 

増菌培養後 遅増延菌二後次

0.5 + 十

4 + + 
1.5 + + 

処理
0.5 十 十

10 

1.5 

対照、 水道水 1.5 十 ート

表 2. 鶏肉材料に対する殺菌効果

(l材菌on料数個)/ 噴時(分射間) 

菌分離
濃度
(ppm) 

培増養菌後 遅増延閣二後次

0.5 十 + 
8 + + 
1.5 + 十

処理 10 
0.5 十 + 

2 十 + 
1.5 

水道水
8 1.5 + 十

対照
2 1.5 + 十

測定器を用いて調整した。

高濃度のオソンガス単体は，人に対する毒性が強い。

応用に際しては，作業者の安全性を重視する必要もあ

る。超微細高密度イオン水と従来法で生成したオゾン水

を用いて， 12m3の密閉した室内で，4ppm濃度の各イ
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オン水を 15L散水した際に排出されるオソンガスの濃 るためには，温度条件を低く設定する必要があるだろ

度を比較したところ，従来法でのオゾン水は，散水後 l う。

分以内から環境濃度基準のオゾン濃度0.1ppmを上回 GPセンター内での鶏卵洗浄作業は， 45~60oC の混水

り，時間経過とともに次第に上昇し， 4分後には 2.5ppm による 30秒稼度のブラシ洗浄で，無洗浄に比べ卵殻上の

以上のオゾンガスが測定された。これに対し，超微細高 細菌数を減少する効果があることが示されている

密度オゾン水は 4分以上経過しでも室内オゾンガス濃 今回の試験結果からも，オゾン水を用いた洗浄による卵

度は，基準倍以下を示していた2，1)。また，豚に直接放水 殻の殺菌・消毒効果が期待・され，鶏卵の細菌汚染の防止

した場合の安全性も確認されており 10) 安全に使用出来 や抑制jに大いに役立つものと思われる。現在， GPセン

る消毒資材と考えられる。 ターの温水洗浄工程にオゾン水を導入する試みが行われ

この超微細高密度オゾン水の効果は，畜舎消毒23)にお ており，生成濃度 10ppmのオゾン水を，洗浄直前に水

ける消毒効果や口蹄疫ウイルスや豚水胞病ウイルス等に 溢 550Cの温水に混合し，混合接触時の濃度 5ppm，水温

対する殺ウイルス効果が報告されている37)。今回，人の 420C前後，水量8L!分で 5秒間の洗浄を行ったところ，

食中毒原因菌としても，鶏のサルモネラ症の原因菌とし オゾン洗浄後，一般細菌の検出された鶏卵から細菌が検

ても関心の高い SEを用いて超微細高密オゾン水の殺菌 出されなかった結果も出ている(社内実験成績，未発

効果を検討したが，実験室内試験において，最少有効オ 表)。供試したオゾン水は，安定性に優れており，オソン

ゾン濃度4ppmという比較的低い濃度で，瞬時に SEに の効果はi瞬時であることから，濃度を高めたオソン水と

対する殺菌効果が確認されたoRestainoら32)は，グラム 温水を混合直後に，大量の混合水で洗浄することで，水

陽性菌では，効果に若干の違いが生ずるものの，グラム 温を上昇させても殺菌効果が得られたものと思われる。

陰性菌では，殺菌効果に大きな違いはなかったと報告し 一方，食鳥処理場では，冷却水での細菌の交差汚染防

ていることから，サルモネラ以外のグラム陰性腸内細菌 止や，設備・器具の消毒法として 20~50ppm の海素消

に対しでも同様に有効と，思われる。 議が行われ，汚染菌数の軽減傾向は確認されている。し

オゾン水の細菌等に対する作用機序は，オゾン水中の かし， HACCPを完全に実施していても，食肉処理工程

オゾン気泡が病原体本体へ直接的に接触し，その酸化作 で細菌数をゼロにすることは国難であり，抗菌処理が必

舟が発揮されるため，実験室内の反応水量の検討結果が 須という考え方も多く，海外では，食肉の抗菌処理にリ

示すように，水最に大きく影響を受けることが示され ン酸三ナトリウム (TSP)やニ酸化塩素による超塩素処

た。このように，対象細菌との接触量の多さに影響され 現，放射線照射による抗菌処理を実施している場合もあ

るころから，十分な効果を期待するためには，対象によ る19)。塩素処潔以外の抗菌処理は日本では許可されてい

り使用する水量の検討が必要となるだろう。また，実際 ないが，食品への残留問題や，環境汚染，作業者の安全

の~会消毒等では，様々な有機物が存在し，オゾン水の 性を考慮した場合，最適な方法を見いだすまでには歪っ

効果は減弱する事が予想される泣，口 37)。今回実施した有 ていない。食鳥処理場における工程中，と体をチラーに

機物存在下での試験では，オゾン濃度を最少有効濃度よ 入れる前のスプレー洗浄や，洗浄後の冷却管理は，二次

り高濃度にすること，水量を調援することにより十分な 感染の減少や磁の増猶防止等に効果があり，と体の微生

殺菌効果が得られることが確認された。また，鶏糞材料 物汚染の 90%以上を減少させるという報告がある9，13)。

の検討では，水視の違L、が殺菌効果に大きく影響するこ 今回，鶏肉を用いて検討したところ，低濃度汚染(約 10'

とが示唆された。消毒薬では，低温下でその成分の分子 f岡バ制本)では，殺菌効巣が示されたことから，洗浄工稼

運動が著しく低下し，その結果として消毒効楽が低下す への本オゾン水の応用は，鶏卵と向様，簡の減数効果に

る傾向にある 35)。オゾン水の場合，一般的に消毒薬とは 大いに役立つと思われる。処理場における応用に際して

異なり，低温下でその消毒効果が上昇する傾向にある。 は，処理時間や水量を減少させるために，オゾン濃度を

こうした作用に関しての詳細は，現在のところ不明では 上げて，最適条件の検討が必姿だろう。また，高濃度汚

あるが，オゾン水は，水中にオゾン粒子を溶存させてい 染(約 108個/検{本)に対する至適条件の検討も必要と怒

ることから，その粒子の活性が低温下でより保存される われた。

のではなL、かと
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することが必要でーあることが示唆された。今回供試した

j趨微細高密度オゾン水は，残留性が少なく，消失性も高

いこと，人や家審に対する安全性，および安定した殺ウ

イルス作用や殺務作用から，今後様々な分野における有

効な消毒資材として，活用範閣の広がることが期待され

る。
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Bactericidal Effect of Superfine and High Density 

Ozone Water on Salmonella Enteritidis 

Masami Takagi1.2)， Taketoshi Iwata2)， Masato Akiba2)， Eiji Matsumura3)， 

Nobuko Hagiwara3) and Tsugihiko Kamio2) 

1) National Veterinary Assay Laboratory， 1-15-1 Tokura， Kokubunji， Tokyo 185-8511 

2) National Institute of Animal Health， 3-1-5 Kannondai， Tsul王uba，Ibaraki 305-0856 

3) Nature's Co.， 3-18-11-305 Kamiuma， Setagayaku， Tokyo 154-0011 

Summary 

Th巴bactericidal巴ffectof superfine and high density ozone water (nano pico ozone wat巴r，ozone

water) on Salmonella Enteritidis was evaluated. More than 8 log unit of SE wer巴kill巴dinstan-

taneously in this ozone water. To achieve clear bactericidal effects， a volume of ozone water (10 

ppm) of 500 times that of a sample is needed. The minimum e百ectiveconcentration for lmL of SE 

growth culture sample (about 108 cfu) was 4 ppm. This ozone water was stabl巴fora comparatively 

long time and remained effective after it had rem且inedat room temperature for 30 minutes. This 

ozon巴waterexhibit巴dbact巴ricidaleffects in the presence of organic materials (chicken feces， egg， 

and chicken meat). A volume of this ozone water (10 ppm) of 3，000 times for lmL of a sample with 

chicken feces and SE growth culture (108 cfu) also exhibited bactericidal e妊ects.The effectiveness 

of this ozone water dep巴ndedon its temperature. Jet washing of SE-contaminated egg (106/巴gg

sample) for one minut巴st巴rilizedthe contaminated egg surfac巴. Jet washing for mor巴than1.5 

minutes with ozone water as same condition against the SE contaminating chicken meat (102/ 

meat sample) was abl巴tost巴rilizethe surfac巴ofcontaminated chicken m巴at.These results sug-
gest that a low concentration (4 ppm) of this ozone water instantaneously killed bacteria and that 

ozone water was therefore useful for disinfecting materials in animal houses and slaughter houses 

and for sterilizing surfaces of chicken巴ggsor chicken carcasses. 

(J. Jpn. Soc. Poult. Dis.， 44， 150-157，2008) 

Key words : S. Enteritidis， superfine and high density ozone water， bact巴ricidaleffect， disinfection 
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